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分類が基本的なパターンを与える｡ このパターンを基礎に① Triethylamine@ 2-6
1utidine各水溶液の超音波叛収とその臨界異常性のきわだった相違をのべる. 一方,過
常の臨界溶液の様な相分離がなく,見かけ上溶け合っている系例えば -t-BuOH水溶液










の回転状態が変化をうける｡ この変化に関係 した溶液構造が作るbulkの StruCtureの分
子再配列の緩和過程が考えられるが, ㌔ 近傍では criticalslowingdownをうけて揺ぎ
















































である｡ x-kEで,U.は 0周波の音速度である. Alはbackgroundの緩和強度で,
ここでは単一緩和となった｡
b) 2-6 1utidine一水系 .
この系については,ⅩC-0･065mol,Tc-33･15と決定されたが, 超音波数収の
温度依存性を舞 相 に示 した40)注目すべきことは,Tc板近傍 よりも低温側の致収が
大きくなり見かけ上臨界領域が非常にせまくあらわれることである｡ また,Triethylamine





厚域は羊 に 川 5℃まで接近 したが,
0.001℃ までは及ばなくても,Critical
Regionには十分入っていることにな
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と構造相転移にかかわ りのある事実を実験例をとおして証明 してきTC4.),5) 一 般 の ,
aliphaticなアルコール CnH2n+10Hでnをふやすとn-4で臨界状態になるo
∩-4の坂合 3つの異性体 (トButanol,2-Butanol, 3-Butanol)が存在 して トBuOHの
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